
本
論
文
集
の
構
成
―
―
あ
と
が
き
に
代
え
て

本
論
文
集
の
主
旨
に
つ
い
て
は
、
本
書
冒
頭
の
「
本
書
の
主
旨
と
目
標
―
―
ま
え
が
き
に
代
え
て
」
お
よ
び
「
共
同
研
究
の
構
想

と
概
要
―
―
導
入
の
た
め
に
」
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
冒
頭
で
は
、
か
な
り
大
規
模
な
研
究
計
画
を
含
む
見
取
り
図
を
示
し
た
。

だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
す
べ
て
を
本
書
一
冊
で
論
じ
尽
く
す
こ
と
は
、
問
題
の
ひ
ろ
が
り
と
、
一
冊
の
研
究
論
文
集
の
紙

幅
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
っ
た
。
以
下
、
本
書
に
収
録
で
き
た
お
の
お
の
の
論
文
の
骨
格
と
、
論
文
相
互
の

つ
な
が
り
を
最
小
限
確
か
め
つ
つ
、
編
者
と
し
て
の
所
見
を
も
若
干
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
あ
と
が
き
に
代
え
た
い
。

第
Ⅰ
部
「
東
洋
」
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
と
葛
藤

第
�
部
で
は
、「
東
洋
」
と
い
う
枠
組
み
が
、
自
然
的
な
所
与
で
は
な
く
、
鬩
ぎ
あ
う
利
害
と
い
う
力
の
場
に
形
成
さ
れ
た
構
築

物
だ
っ
た
こ
と
を
、
幾
つ
か
の
個
別
例
を
通
し
て
、
時
間
と
空
間
の
重
な
り
に
お
い
て
具
体
的
に
跡
付
け
た
。「
東
洋
」
と
い
え
ば
、

す
ぐ
に
も
『
東
洋
の
理
想
』『
東
洋
の
覚
醒
』
な
ど
の
書
名
が
思
い
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
実
態
を
我
々
は
き
ち
ん
と
把
握
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
育
ま
れ
た
「
東
洋
意
識
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。

木
下
長
宏
は
、「
岡
倉
天
心
」
と
い
う
尊
称
が
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
標
語
に
結
び
つ
い
て
人
口
に
膾
炙
し
た
の
は
、
そ

の
人
物
の
没
後
、
と
り
わ
け
超
国
家
主
義
高
揚
期
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
歴
史
的
な
岡
倉
覚
三
と
は
か
け
離
れ
た
幻
影
だ
っ
た

こ
と
を
立
証
す
る
。「
天
心
」
像
の
呪
縛
は
、
敗
戦
後
の
思
想
界
に
お
け
る
左
右
対
立
の
な
か
で
も
温
存
さ
れ
、
現
在
に
到
る
ま
で
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再
生
産
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
は
、
浅
野
晃
が
一
九
四
〇
年
に
「
捏
造
」
し
た
題
目
だ
っ
た
が
、
こ
の
事
実

に
す
ら
無
頓
着
な
思
想
史
の
教
科
書
が
跡
を
絶
た
な
い
現
状
に
木
下
は
疑
念
を
呈
す
る
。「
天
心
神
話
」
の
解
体
は
、
本
書
全
体
の

出
発
点
と
な
る
。
近
代
に
お
け
る
ア
ジ
ア
像
の
変
貌
が
何
を
意
味
す
る
か
、
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

豊
田
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
近
代
の
東
ア
ジ
ア
イ
メ
ー
ジ
』
展
（
二
〇
〇
九
）
は
、
日
本
が
東
洋
と
呼
ば
れ
た
地
域
に
投

げ
か
け
た
視
線
と
表
象
と
を
検
討
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。
こ
れ
を
題
材
と
し
た
千
葉
慶
は
、
と
り
わ
け
台
湾
に
お
け
る
官
立
の
美

術
展
に
焦
点
を
絞
る
。「
地
方
色
」
の
演
出
に
腐
心
し
た
関
与
者
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
利
害
関
係
の
多
声
性
を
腑
分
け
す
る
千

葉
は
、
そ
う
し
た
方
法
論
を
拒
絶
す
る
研
究
者
へ
の
苛
立
ち
を
隠
さ
な
い
。
確
か
に
表
象
像
が
広
義
の
政
治
―
生
産
・
消
費
・
流
通

の
力
関
係
―
に
掉
さ
す
こ
と
は
、
そ
の
作
家
の
狭
義
の
政
治
的
立
場
や
良
心
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
両
者
を
意
図
的
に

短
絡
さ
せ
、
逆
に
恣
意
的
に
分
離
す
る
こ
と
で
、
現
実
社
会
は
構
成
さ
れ
、
操
作
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
千
葉
が
そ
の
分
析
枠
を
検
討
す
る
「
植
民
地
主
体
」
の
問
題
は
、
い
や
お
う
な
く
論
者
自
身
の
立
場
を
炙
り
出
し
、

研
究
主
体
の
関
与
を
要
請
す
る
。
学
術
的
議
論
は
、
公
平
中
立
な
装
い
ゆ
え
に
、
特
定
の
利
害
に
加
担
す
る
。
小
田
部
胤
久
は
カ
ー

ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
日
本
に
関
す
る
議
論
を
細
密
に
分
析
し
、
そ
の
利
害
の
実
相
に
迫
る
。
西
欧
近
代
化
の
渦
中
に
お
け
る
東
洋

像
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
哲
学
者
の
日
本
さ
ら
に
は
北
米
へ
の
亡
命
、
そ
し
て
戦
後
の
帰
国
の
過
程
で
変
貌
を
遂
げ
る
。
当
初
彼

が
他
者
な
る
日
本
に
認
め
た
伝
統
と
近
代
の
二
階
建
て
の
遊
離
は
、
北
米
体
験
を
経
て
、
他
な
ら
ぬ
欧
州
に
逆
投
影
さ
れ
、
空
中
楼

閣
と
映
ず
る
「
ア
メ
リ
カ
化
」
の
世
界
制
覇
が
、
思
想
史
的
課
題
を
突
き
つ
け
る
。

第
Ⅱ
部
東
洋
人
の
自
意
識

こ
こ
で
改
め
て
、
そ
う
し
た
変
動
を
経
験
し
た
世
界
に
翻
弄
さ
れ
た
「
東
洋
人
」
の
自
意
識
を
問
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
従
来

と
も
す
れ
ば
日
本
人
の
西
欧
体
験
と
い
っ
た
図
式
で
ば
か
り
論
じ
ら
れ
た
問
題
だ
が
、
第
�
部
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
は
、
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東
洋
の
覇
者
を
演
じ
た
日
本
に
接
し
た
他
の
「
東
洋
人
」
た
ち
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。

ま
ず
古
田
島
洋
介
は
、
井
上
哲
次
郎
や
森
�
外
と
同
時
期
に
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
た
潘
飛
声
を
取
り
上
げ
、
か
れ
ら
の
交
友
を
手

が
か
り
に
、
日
中
の
関
心
の
交
錯
の
な
か
で
、
か
れ
ら
の
滞
欧
体
験
を
照
射
す
る
。
漢
詩
と
い
う
枠
組
み
は
、
当
時
の
東
洋
の
知
識

人
に
と
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
感
興
を
託
す
唯
一
の
表
現
手
段
で
あ
り
、
漢
文
に
よ
る
筆
談
が
か
れ
ら
の
意
思
疎
通
手
段
の
一
斑
を
な

し
て
い
た
。
そ
こ
で
い
か
な
る
話
題
が
取
ら
れ
、
反
対
に
い
か
な
る
主
題
が
脱
落
す
る
の
か
。
こ
の
観
察
か
ら
は
、
か
れ
ら
の
言
動

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
左
右
す
る
知
覚
装
置
の
特
性
が
見
え
て
く
る
。
中
日
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
や
タ
イ
の
留
学
生
を
含
む
「
興

亜
」
意
識
が
、
ベ
ル
リ
ン
会
議
直
後
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
都
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
。

つ
づ
く
李
建
志
は
、
朝
鮮
王
朝
最
後
の
皇
太
子
、
李
垠
の
事
績
に
注
目
す
る
。
日
本
の
「
日
韓
併
合
」
に
先
立
つ
一
九
〇
七
年
に

伊
藤
博
文
の
配
慮
で
日
本
に
留
学
し
、
地
方
巡
遊
な
ど
も
体
験
し
た
李
垠
は
、
一
九
二
七
年
五
月
に
横
浜
を
出
港
し
、
妻
の
方
子
と

と
も
に
、
李
王
職
次
官
、
篠
田
治
策
ほ
か
七
名
の
付
き
添
い
を
得
て
、
ほ
ぼ
一
年
に
わ
た
り
欧
州
航
路
で
外
遊
し
た
。
篠
田
に
よ
り

公
刊
さ
れ
た
『
欧
州
巡
航
外
遊
日
記
』
と
李
王
職
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
「
渡
欧
日
記
」
の
記
述
に
は
細
部
に
出
入
り
が
あ
り
、
著
者

は
そ
こ
か
ら
垠
の
置
か
れ
た
微
妙
な
立
場
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
日
本
陸
軍
中
将
と
し
て
遇
さ
れ
た
李
垠
と
瀬
島
龍
三
ら

の
関
係
が
、
光
復
後
の
李
承
晩
に
よ
る
韓
国
国
軍
創
設
に
影
を
投
げ
た
と
著
者
は
言
う
。

劉
岸
偉
は
一
九
五
〇
年
早
春
に
周
作
人
が
北
京
で
執
筆
し
た
小
品
「
東
坡
の
正
直
」
を
取
り
上
げ
る
。
小
文
な
が
ら
こ
れ
は
、
旧

友
で
あ
る
林
語
堂
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
九
四
七
年
に
出
版
し
た
『
蘇
東
坡
』
へ
の
周
の
反
応
だ
っ
た
。
共
産
主
義
に
敵
対
す
る
態

度
を
鮮
明
に
し
て
い
た
林
は
、
王
安
石
に
よ
る
新
政
が
実
際
に
は
民
衆
に
苦
難
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
直
視
す
る
。
だ
が

王
安
石
の
新
政
に
反
対
し
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
林
が
蘇
東
坡
を
評
価
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
「
反
動
的
」
だ
、
と
周
は
観
察
す

る
。
大
陸
に
残
っ
た
周
自
身
は
、
蘇
東
坡
の
知
識
人
批
判
に
賛
同
を
寄
せ
る
が
、
そ
こ
に
は
折
か
ら
人
民
共
和
国
建
国
直
後
、「
大

躍
進
」
前
夜
の
北
京
で
始
ま
っ
た
、
知
識
人
た
ち
の
自
己
批
判
に
対
す
る
周
の
屈
曲
し
た
省
察
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
政
治
に
翻
弄

本論文集の構成
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さ
れ
た
文
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
姿
を
古
人
に
投
影
し
、
運
命
を
慮
っ
て
い
た
。

第
Ⅲ
部

東
西
融
合
の
夢
と
現
実

こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
の
近
代
に
あ
っ
て
は
、
西
欧
の
衝
撃
の
も
と
、
国
民
国
家
か
ら
社
会
主
義
ま
で
の
振
幅
を
も
つ
急
速
な
変

革
が
発
生
し
、
新
た
な
価
値
観
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
多
く
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
東
西
の
差
異
に
折
り
合
い
を
つ
け
、
東
洋
の
伝

統
を
西
洋
の
枠
組
み
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
形
を
取
る
。
第
Ⅲ
部
で
は
そ
の
三
例
を
検
証
す
る
。

ま
ず
鵜
飼
敦
子
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
に
最
初
期
に
留
学
し
た
高
島
北
海
を
検
討
す
る
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ヴ
ォ
ー
の
ガ
ラ
ス
や

家
具
装
飾
で
著
名
と
な
る
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
他
の
藝
術
家
た
ち
と
親
交
を
得
た
北
海
は
、
伊
藤
博
文
と
も
同
郷
で
あ
り
、
東
西
の
絵

画
観
の
相
違
を
実
作
者
と
し
て
肌
で
体
験
し
た
画
家
で
も
あ
っ
た
。
農
林
技
師
、
地
質
学
者
と
し
て
西
洋
の
学
術
に
接
し
た
北
海
は
、

実
測
や
植
物
写
生
に
も
秀
で
た
業
績
を
残
す
。
と
同
時
に
彼
は
東
洋
山
水
画
の
精
髄
は
「
写
実
」
で
な
く
「
写
意
」
す
な
わ
ち
実
景

を
理
想
化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
の
持
論
を
『
写
山
要
訣
』
に
展
開
す
る
。
東
洋
人
に
は
東
洋
の
伝
統
が
相
応
し
い
と
す
る
説
に

は
、
あ
る
い
は
当
時
流
行
の
遺
伝
学
な
ど
の
影
響
も
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
三
二
年
に
八
二
歳
で
没
し
た
北
海
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
南
画
流
行
の
時
代
に
も
活
躍
し
て
い
た
が
、
画
業
か
ら
は
時
代
の

新
風
に
乗
っ
た
痕
跡
は
認
め
難
い
。
そ
れ
は
、
北
海
よ
り
ち
ょ
う
ど
十
歳
年
長
の
富
岡
鉄
斎
が
八
十
代
の
晩
年
に
高
く
評
価
さ
れ
た

の
と
好
対
照
を
な
す
。
編
者
・
稲
賀
は
『
白
樺
』
以
来
の
日
本
に
お
け
る
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
に
焦
点
を
絞
り
、
い
か
に
し
て

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
極
東
で
、
後
期
印
象
派
か
ら
ド
イ
ツ
語
圏
表
現
主
義
へ
の
潮
流
が
、
東
洋
の
南
画
と
、
理
論
お
よ
び
実
践
の

両
面
で
競
合
し
た
か
を
追
跡
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
の
西
洋
最
新
流
行
へ
の
陶
酔
は
、
二
〇
年
代
に
な
る
と
東
洋
的
美
意
識
の
再
評

価
へ
と
反
転
し
、
そ
の
延
長
上
に
上
海
を
中
心
と
す
る
三
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
開
花
す
る
。

こ
れ
に
輻
輳
す
る
時
期
の
欧
州
に
お
け
る
東
洋
美
術
研
究
組
織
の
動
向
に
注
目
す
る
の
が
、
つ
づ
く
安
松
み
ゆ
き
の
論
考
で
あ
る
。
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一
九
二
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
創
設
さ
れ
た
東
亜
美
術
協
会
は
二
九
年
の
最
盛
期
に
は
千
名
を
越
す
会
員
数
を
誇
っ
た
。
会
長
に
は
と

も
に
日
本
大
使
を
歴
任
す
る
ゾ
ル
フ
と
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
の
名
が
見
え
、
中
枢
を
担
っ
た
キ
ュ
ン
メ
ル
と
ラ
イ
デ
マ
イ
ス
タ
ー
も
日
本

美
術
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
九
三
九
年
の
伯
林
日
本
古
美
術
展
の
舞
台
裏
に
つ
い
て
は
矢
代
幸
雄
の
回
想
も
あ
り
、
本
章
は

そ
の
背
景
と
な
る
前
史
を
発
掘
す
る
。
東
洋
学
と
文
化
政
策
と
は
両
大
戦
間
の
政
治
情
勢
の
進
展
と
い
か
に
結
託
し
、
推
移
し
て

い
っ
た
の
か
。
そ
の
解
析
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
学
術
的
地
政
学
は
看
過
で
き
な
い
。

第
Ⅳ
部

演
出
さ
れ
る
「
東
洋
」

と
は
い
え
「
東
洋
」
は
西
洋
の
東
洋
学
に
対
し
て
、
け
っ
し
て
無
口
で
受
身
な
素
材
を
提
供
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
一

九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
か
ら
も
、
欧
米
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
自
ら
「
東
洋
」
を
演
出
し
よ
う
と
す
る

傾
向
が
顕
著
と
な
る
。
い
わ
ば
東
洋
の
自
意
識
が
文
化
制
度
の
う
ち
に
顕
現
し
始
め
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

先
述
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
に
は
、
一
九
三
五
―
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
中
国
藝
術
国
際
展
覧
会
へ
の

対
抗
と
い
う
面
も
否
定
で
き
な
い
。
範
麗
雅
は
こ
の
倫
敦
大
展
覧
会
に
つ
い
て
、
主
に
英
国
の
新
聞
雑
誌
記
事
を
中
心
に
分
析
を
進

め
る
。
開
催
の
裏
に
は
日
本
の
大
陸
侵
攻
下
で
英
国
輿
論
の
支
援
を
期
待
す
る
民
国
政
府
の
思
惑
が
あ
り
、
欧
州
側
か
ら
見
れ
ば
こ

れ
は
故
宮
博
物
院
の
秘
宝
を
観
覧
す
る
空
前
の
機
会
と
な
っ
た
。
範
論
文
は
こ
の
展
覧
会
を
中
英
の
価
値
観
が
衝
突
し
た
文
化
摩
擦

の
現
場
と
し
て
解
析
す
る
。
陶
磁
器
専
門
の
考
古
学
や
西
洋
美
術
の
絵
画
範
疇
は
書
画
一
如
の
境
地
に
は
適
合
せ
ず
、
公
共
空
間
に

お
け
る
美
術
品
展
示
は
、
中
国
文
人
の
書
画
骨
董
の
愛
好
と
は
、
見
事
に
背
馳
し
た
。

こ
こ
で
露
呈
し
た
東
西
の
審
美
的
価
値
観
の
相
克
は
、
極
東
に
お
け
る
学
術
の
あ
り
か
た
に
も
影
を
落
と
す
。
藤
原
貞
朗
は
東
京

帝
国
大
学
初
代
の
美
術
史
教
授
、
瀧
精
一
の
事
績
に
肉
薄
し
、
戦
前
期
日
本
の
学
術
が
抱
え
込
ん
だ
心
理
的
複
合
を
抉
り
出
す
。
考

古
学
的
現
地
調
査
に
お
い
て
遅
れ
を
と
っ
た
日
本
の
官
学
は
、
中
国
正
統
の
文
化
理
解
に
お
い
て
日
本
が
西
洋
よ
り
優
位
に
あ
る
こ
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と
を
誇
示
す
る
一
方
、
中
日
の
書
画
を
中
心
と
す
る
「
東
洋
美
術
史
」
と
い
う
枠
組
み
に
固
執
す
る
。
十
九
世
紀
後
半
の
日
本
趣
味

に
続
き
、
中
国
に
こ
そ
東
亜
美
術
の
精
髄
を
見
よ
う
と
す
る
西
欧
東
洋
学
の
動
向
に
対
し
て
、
日
本
の
学
者
た
ち
が
吐
露
し
た
敵
愾

心
が
、
二
〇
年
代
の
南
画
復
興
へ
の
一
布
石
と
な
っ
た
と
の
仮
説
を
藤
原
は
展
開
す
る
。

西
側
列
強
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
民
族
意
識
は
、
年
号
が
昭
和
に
改
ま
っ
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
、
強
烈
な
国
家
主
義
的
色

彩
を
も
帯
び
て
ゆ
く
。
そ
の
典
型
が
、
蓑
田
胸
喜
主
催
の
『
原
理
日
本
』
に
見
ら
れ
る
。
足
立
元
は
こ
の
右
翼
雑
誌
の
同
人
と
し
て

皇
国
主
義
的
美
術
論
を
展
開
し
た
田
代
二
見
に
焦
点
を
絞
り
、
一
九
四
一
年
の
通
称
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
」
事
件
―
―
瀧
口
修
造

と
福
沢
一
郎
の
検
挙
―
―
の
背
景
に
、
前
衛
藝
術
弾
圧
の
思
想
的
根
拠
が
胚
胎
さ
れ
て
い
た
様
を
解
明
す
る
。
御
製
の
和
歌
の
言
霊

を
寿
ぐ
皇
国
の
集
合
的
生
命
を
個
の
自
由
に
優
先
す
る
価
値
観
は
、
集
合
的
無
意
識
に
訴
え
る
限
り
で
、
超
現
実
主
義
と
隠
微
な
共

犯
関
係
す
ら
孕
ん
で
い
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
田
代
の
側
に
は
、
超
現
実
主
義
を
左
翼
思
想
一
般
と
無
理
や
り
同
一
視
し
て
で
も
葬
り

去
る
短
絡
的
決
め
付
け
が
、
思
想
扇
動
上
、
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。

第
Ⅴ
部

美
的
東
洋
の
探
究
と
桎
梏

『
原
理
日
本
』
は
、
民
族
的
共
感
世
界
を
土
台
と
し
た
皇
国
意
識
が
、
学
術
の
装
い
の
も
と
に
「
紙
製
凶
器
」
と
し
て
働
き
え
た

時
代
相
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
映
し
出
す
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
期
か
ら
戦
中
期
に
か
け
て
、
東
洋
意
識
は
尋
常
な
ら
ざ
る
高
揚
を
見
せ
る

が
、
日
欧
対
比
を
東
西
対
比
に
ま
で
異
常
肥
大
さ
せ
て
拡
張
し
た
審
美
的
伝
統
の
差
異
化
は
、
美
を
思
索
す
る
学
術
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
探
究
を
動
機
付
け
、
い
か
な
る
桎
梏
を
顕
在
化
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
相
互
に
深
い
関
連
を
も
つ

三
篇
の
論
文
を
得
た
。
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
課
題
を
、
こ
の
場
で
手
短
に
検
討
し
た
い
。

濱
下
昌
宏
は
西
欧
の
学
術
に
よ
る
制
覇
が
進
行
す
る
文
化
環
境
で
発
生
し
た
葛
藤
と
反
作
用
と
を
思
想
史
的
に
類
型
化
す
る
。
こ

れ
は
本
書
全
体
の
志
向
を
要
約
す
る
中
締
め
の
役
割
を
果
た
す
が
、
そ
れ
を
起
点
に
濱
下
論
文
は
「
崇
高
」
を
例
に
、
西
欧
美
学
の
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概
念
志
向
と
、
日
本
の
事
例
と
の
相
性
を
診
断
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
手
塚
富
雄
と
の
対
話
で
、
九
鬼
周
造
の
「
い
き
の
構
造
」

を
話
題
に
、
日
本
美
学
を
西
洋
語
に
依
り
西
洋
学
術
の
範
疇
に
沿
っ
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
日
本
語
の
言
語
特
性
を
犠
牲
に
し
、
日

本
美
学
の
本
質
を
却
っ
て
隠
蔽
す
る
、
と
の
危
惧
を
表
明
し
て
い
た
。
同
時
代
の
大
西
克
禮
も
、
あ
は
れ
・
幽
玄
・
侘
び
、
を
西
洋

的
美
的
範
疇
の
派
生
現
象
と
捉
え
た
が
、
こ
の
方
法
論
的
服
従
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

こ
こ
に
は
欧
米
の
学
術
範
疇
を
普
遍
的
な
も
の
と
同
一
視
し
、
そ
こ
へ
の
帰
属
に
よ
っ
て
東
洋
美
学
に
市
民
権
を
付
与
し
よ
う
と

す
る
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
だ
が
金
田
晉
に
よ
れ
ば
、
大
西
に
先
駆
け
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
鼓
常
良
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
額
縁

論
ほ
か
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
反
措
定
と
し
てR

ahm
enlosigkeit

（
鼓
自
身
の
訳
で
は
「
無
框
性
」）
な
る
用
語
を
案
出
し
、「
枠

な
し
構
造
」
を
鍵
に
日
本
美
を
解
析
す
る
。
鼓
の
議
論
が
ド
イ
ツ
で
好
評
を
得
た
背
景
に
は
、
世
紀
末
の
日
本
趣
味
以
降
、
西
欧
の

美
的
規
範
が
造
形
美
術
の
分
野
で
危
機
に
瀕
し
、
全
体
性
を
凌
駕
す
る
断
片
性
へ
の
注
目
が
嵩
じ
て
い
た
状
況
が
あ
る
。
絵
画
で
は

透
視
図
法
の
崩
壊
、
文
学
で
は
韻
文
の
散
文
へ
の
解
体
が
、
時
代
の
危
機
を
代
弁
し
た
。

永
遠
で
は
な
く
瞬
時
へ
、
絶
対
に
対
す
る
偶
然
へ
、
不
易
か
ら
移
ろ
い
へ
、
と
は
詩
人
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
一
八
六
三
年
に
下
し
た

現
代
性m

odernité

の
定
義
だ
っ
た
が
、
日
本
美
学
さ
ら
に
は
「
東
洋
美
学
」
が
、
地
球
表
面
を
覆
う
現
代
性
の
潮
流
の
な
か
で

「
西
洋
美
学
」
に
対
す
る
代
替
案
を
突
き
つ
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
大
橋
良
介
は
、
あ
く
ま
で
西
側
の
学

術
伝
統
に
目
配
せ
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
「
半
」
に
注
目
し
、
西
欧
伝
統
の
美
的
体
系
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
。

「
半
」
の
横
溢
性
を
め
ぐ
る
大
橋
の
省
察
は
、
鼓
の
「
枠
欠
如
」
に
具
体
的
な
「
場
」
を
与
え
る
一
方
、
偶
然
性
を
取
り
込
む
仕
掛

け
と
し
て
、
九
鬼
周
造
の
「
偶
然
性
の
問
題
」
の
延
長
に
も
位
置
づ
け
う
る
射
程
を
秘
め
る
。

こ
こ
か
ら
大
橋
は
「
道
」
を
再
定
義
し
、
全
体
を
志
向
す
る
「
体
系
」
性
か
ら
逸
脱
し
、
範
疇
に
収
ま
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
時
間

軸
の
運
動
、
と
規
定
す
る
。
そ
れ
が
空
間
に
分
節
す
れ
ば
、
西
側
の
認
識
枠
か
ら
は
「
無
・
框
性
」
と
形
容
す
る
他
な
い
現
象
が
観

察
さ
れ
も
し
よ
う
が
、
大
橋
は
こ
の
「
無
」
に
積
極
的
な
意
義
を
与
え
る
。「
東
洋
的
無
」
は
異
国
情
緒
と
し
て
の
東
洋
趣
味
と
親
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近
性
を
帯
び
る
危
険
と
も
裏
表
だ
が
、
思
え
ば
晩
年
の
魯
迅
が
西
欧
と
の
対
抗
の
な
か
で
唱
え
た
「
風
狂
」
の
開
き
直
り
（
浜
下
昌

宏
）
も
、
安
易
に
「
全
体
」
志
向
へ
と
包
摂
さ
れ
る
こ
と
の
危
険
を
直
観
し
た
覚
悟
だ
っ
た
は
ず
だ
。

九
鬼
や
大
西
は
、
あ
く
ま
で
西
欧
の
学
術
体
系
に
忠
実
に
振
舞
い
、
西
欧
学
術
言
語
の
運
用
能
力
を
も
ち
な
が
ら
、
帰
国
後
は

も
っ
ぱ
ら
日
本
語
で
執
筆
す
る
と
い
う
自
閉
的
退
却
に
自
足
し
た
。
鼓
は
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ド
イ
ツ
語
を
も
武
器
と
し
て
日
本

美
学
の
特
性
を
西
欧
学
術
世
界
に
向
け
て
訴
え
、
東
洋
の
「
枠
欠
如
」
に
よ
り
西
側
の
学
術
的
枠
組
み
に
挑
戦
し
た
。
そ
の
鼓
が
ほ

ど
な
く
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
と
接
近
し
て
時
流
に
乗
り
、
敗
戦
後
に
疎
外
さ
れ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
国
際
的
に
通
用
す
る
思
索
は
政
治
的
覇
権
主
義
と
同
調
し
や
す
く
、
反
対
に
国
際
的
通
用
性
に
欠
け
た
思
想
は
、
唯
我
独
尊
、

偏
狭
な
自
己
中
心
も
露
わ
な
国
粋
主
義
へ
と
内
没
す
る
傾
向
を
呈
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
Ⅵ
部

経
営
事
業
と
し
て
の
「
東
洋
」

だ
が
、
事
は
さ
ほ
ど
単
純
で
は
あ
る
ま
い
。
超
国
家
思
想
に
基
づ
く
東
洋
主
義
も
、
西
側
の
政
治
思
想
を
咀
嚼
し
た
結
果
と
し
て

出
現
し
た
怪
物
で
あ
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
構
想
も
、
大
英
帝
国
のC

om
m

onw
ealth

を
意
訳
し
た
、
思
想
的
租
借
地
に
他
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
経
営
事
業
の
対
象
と
し
て
の
植
民
地
「
東
洋
」
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。

佐
野
真
由
子
は
一
九
三
四
年
に
創
設
さ
れ
たB

ritish
C

ouncil

が
独
立
途
上
の
植
民
地
イ
ン
ド
で
模
索
し
た
、
文
化
事
業
の
た

め
の
理
念
確
立
へ
の
航
路
を
、
一
九
四
五
か
ら
四
七
年
に
か
け
て
の
現
地
調
査
報
告
に
関
す
る
原
史
料
を
基
に
復
元
す
る
。
宣
伝
工

作
と
の
嫌
疑
を
避
け
つ
つ
、
植
民
地
経
営
か
ら
は
距
離
を
取
っ
た
「
相
互
的
文
化
事
業
」
の
装
い
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
し
か
も
国
益

に
配
慮
す
る
「
非
政
治
的
」
機
関
が
孕
む
「
政
治
性
」
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
のG

oethe
Institut

設
立
が
一
九
三
二

年
、
日
本
の
国
際
文
化
振
興
会
（K

B
S

）
発
足
が
一
九
三
六
年
。
こ
れ
ら
の
公
的
な
対
外
文
化
機
関
設
立
の
時
局
性
は
顕
著
で
あ
り
、

北
米
新
興
国
か
ら
の
影
響
力
増
大
へ
の
懸
念
が
そ
こ
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
事
実
も
、
看
過
で
き
ま
い
。
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こ
の
よ
う
に
英
米
が
主
導
権
を
競
う
国
際
情
勢
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
領
の
「
極
東
」
を
構
成
し
た
「
イ
ン
ド
シ
ナ
」
は
特
異
な

事
例
を
提
供
す
る
。
林
洋
子
は
、
画
家
と
い
う
以
上
に
、
日
仏
外
交
に
関
与
し
、
安
南
王
室
と
の
交
渉
に
先
鞭
を
つ
け
た
政
治
家
・

黒
田
清
輝
と
、
そ
の
学
生
で
あ
り
、
日
米
戦
争
開
戦
直
前
に
「
仏
印
巡
回
日
本
画
展
」
随
行
員
と
し
て
仏
領
印
度
支
那
を
歴
訪
し
た

藤
田
嗣
治
と
に
的
を
絞
り
、
日
本
の
「
仏
印
文
化
工
作
」
の
実
態
の
一
角
を
観
察
す
る
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
（
越
南
）
は
、
英
国
支
配
の

イ
ン
ド
洋
経
由
の
欧
州
航
路
寄
港
地
か
ら
は
抜
け
落
ち
て
お
り
、
日
本
軍
の
南
進
以
前
に
は
、
日
本
で
は
お
よ
そ
影
が
薄
か
っ
た
。

欧
州
の
戦
禍
を
代
償
に
、
植
民
地
都
市
・
ハ
ノ
イ
は
パ
リ
の
場
末
の
代
替
地
と
な
っ
た
。
後
述
の
と
お
り
、
そ
の
「
仏
印
」
が
戦
時

下
日
本
で
注
目
さ
れ
た
裏
に
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
遺
蹟
の
存
在
も
看
過
で
き
な
い
。

植
民
地
都
市
―
そ
れ
は
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
や
、
強
制
的
に
併
合
し
た
韓
国
、
さ
ら
に
は
大
連

や
旅
順
を
含
む
関
東
洲
か
ら
南
満
洲
鉄
道
沿
線
の
付
属
地
、
そ
し
て
日
本
が
軍
事
的
に
傀
儡
政
権
を
樹
立
し
た
満
洲
に
至
る
ま
で
、

広
く
見
ら
れ
た
現
象
と
解
釈
で
き
る
。
朴
美
貞
は
京
城
（
現
・
ソ
ウ
ル
）
に
関
し
て
、
そ
の
近
代
都
市
と
し
て
の
発
展
が
、
日
本
統

治
の
縮
図
だ
っ
た
事
実
を
、
当
時
の
資
料
を
駆
使
し
て
解
き
明
か
す
。
と
り
わ
け
朝
鮮
博
覧
会
や
各
地
で
開
催
さ
れ
た
物
産
展
が
、

商
品
経
済
の
発
達
と
物
流
の
促
進
に
貢
献
し
て
、「
日
帝
支
配
」
の
基
盤
を
成
し
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
従
来
の
議
論
で
は
、

日
本
統
治
時
代
は
「
植
民
地
収
奪
」
の
負
の
遺
産
と
し
て
一
括
し
て
否
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
却
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
社
会

史
の
実
態
と
、
朝
鮮
側
の
主
体
的
関
与
の
現
実
と
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
急
務
と
な
る
。

＊

朝
鮮
の
作
家
、
金
南
天
（
一
九
一
一
―
？
）
の
短
編
「
麦
」（
一
九
四
一
）
に
は
、
二
階
で
洋
食
を
食
べ
、
一
階
で
は
大
根
キ
ム

チ
を
齧
る
自
分
た
ち
の
二
重
人
格
性
を
揶
揄
す
る
科
白
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
小
田
部
が
引
用
す
る
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
近
代
日
本
の

二
階
立
て
構
造
そ
の
ま
ま
の
比
喩
と
し
て
も
興
味
深
い
が
、
思
え
ば
伝
統
的
な
両
班
の
邸
宅
は
平
屋
で
あ
る
。
二
階
立
て
の
建
物
が

京
城
を
占
領
し
始
め
た
状
況
そ
の
も
の
が
、
支
配
者
・
日
本
の
持
ち
込
ん
だ
擬
似
西
洋
風
の
植
民
地
風
景
で
あ
り
、
転
向
マ
ル
ク
ス
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主
義
作
家
は
、
な
か
ば
無
意
識
の
ま
ま
、
そ
こ
に
自
ら
の
植
民
地
一
市
民
の
自
己
疎
外
を
投
影
し
て
い
た
。

本
書
で
取
り
上
げ
た
「
東
洋
意
識
」
と
は
、
右
の
よ
う
な
一
見
な
に
げ
な
い
小
説
の
細
部
に
も
宿
れ
ば
、
反
対
に
大
規
模
な
国
家

事
業
に
挺
身
し
た
文
化
人
や
行
政
官
の
精
神
に
も
棲
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
先
鞭
を
つ
け
た
研
究
者
と
し
て
、
平
川

�
弘
に
よ
る
講
演
を
巻
末
に
収
録
し
た
。『
源
氏
物
語
』
に
対
照
的
な
評
価
を
下
し
た
ふ
た
り
の
日
本
学
者
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と

ウ
ェ
イ
リ
ー
と
の
対
比
を
軸
と
す
る
そ
の
絶
妙
の
話
術
は
、
読
者
各
位
に
堪
能
し
て
頂
く
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
そ
れ
を
要
約
す
る

無
粋
は
犯
さ
ぬ
こ
と
と
す
る
。
そ
の
代
わ
り
、
蛇
足
そ
の
も
の
の
逸
話
を
ひ
と
つ
付
け
加
え
た
い
。

た
し
か
に
『
源
氏
物
語
』
は
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
英
訳
に
よ
っ
て
二
十
世
紀
英
語
文
学
の
古
典
と
な
り
、
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
ひ
い

て
は
東
洋
意
識
を
刷
新
し
た
。
だ
が
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
訳
に
は
自
在
な
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
源
氏
が
柏
木
の
遺
児
、

薫
を
わ
が
子
と
し
て
慈
し
む
場
面
は
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
事
実
は
、
平
川
の
名
著
『
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
『
源
氏
物

語
』
の
翻
訳
者
』（
二
〇
〇
八
年
）
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）。
実
は
こ
の
場
面
で
紫
式
部
は
『
白
氏
文
集
』
か
ら
白
居
易
の
漢
詩
の

一
節
を
引
き
な
が
ら
、
そ
の
肝
心
な
一
行
「
一
珠
甚
小
還
慙
蚌
」
を
わ
ざ
と
脱
落
さ
せ
て
い
た
。
奇
し
く
も
白
楽
天
の
翻
訳
に
意
図

的
な
脱
落
を
仕
組
む
こ
の
「
隠
し
刃
」（
中
西
進
）
に
よ
っ
て
『
源
氏
物
語
』
は
古
典
と
し
て
の
価
値
を
高
め
、
ま
た
そ
の
英
訳
は
、

原
作
の
中
心
を
な
す
姦
通
事
件
の
こ
の
核
心
の
心
理
描
写
を
脱
落
さ
せ
る
こ
と
で
、
名
声
を
獲
得
し
た
。
こ
こ
に
は
「
古
代
東
亜

圏
」
の
「
東
洋
意
識
」
と
、
そ
の
近
代
西
欧
に
お
け
る
受
容
の
逆
説
と
が
集
約
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。

編
者
は
本
件
を
国
際
比
較
文
学
会
で
報
告
し
、「
東
洋
」
理
解
に
お
け
る
英
訳
万
能
と
い
う
「
原
典
か
ら
距
離
を
と
っ
た
読
解
」

distant
reading

の
危
険
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
補
完
す
る
方
法
と
し
て「
原
典
か
ら
の
隔
た
り
を
読
む
読
解
」distance

reading

の
必
要
性
を
提
案
し
た
。
英
語
と
い
う
媒
体
で
発
信
で
き
な
け
れ
ば
「
東
洋
」
の
真
実
は
世
界
に
知
ら
れ
な
い
、
と
い
う

焦
燥
感
の
裏
に
は
、
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
東
洋
」
が
い
か
に
歪
曲
さ
れ
て
い
る
か
を
見
落
と
す
陥
穽
が
ひ
か
え
て
も
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
異
文
化
翻
訳
の
過
程
で
、
話
題
の
焦
点
が
移
動
す
る
生
態
を
説
い
た
の
は
、
本
学
会
が
「
古
き
辺
境
と
あ
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ら
た
な
中
心
」
と
題
し
、
文
学
創
作
の
場
の
移
動
を
扱
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
副
題
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
け
る
欧
州
文
学
の
遺
産
」
を
掲
げ
た
そ
の
学
会
報
告
書
は
、『
源
氏
物
語
』
の
英

訳
で
は
欧
州
文
学
の
遺
産
と
は
み
な
さ
れ
ぬ
、
と
い
う
判
断
か
ら
か
、
受
理
し
て
お
い
た
編
者
の
論
文
の
収
録
を
、
校
正
終
了
間
際

に
な
っ
て
拒
絶
し
た
。
文
学
的
遺
産
が
、
翻
訳
過
程
で
の
抹
消
操
作
に
よ
り
、
東
西
往
還
の
な
か
で
新
た
な
生
命
を
得
る
、
と
い
う

不
死
鳥
さ
な
が
ら
の
逆
説
の
分
析
そ
の
も
の
が
、
欧
米
に
お
け
る
学
術
的
受
容
に
お
い
て
抹
消
さ
れ
た
。
取
る
に
も
足
ら
ぬ
私
的
な

事
件
で
恐
縮
至
極
だ
が
、
え
て
し
て
こ
う
し
た
体
験
か
ら
「
洋
行
帰
り
の
保
守
主
義
者
」、
頑
な
な
国
粋
主
義
の
東
洋
至
上
主
義
者

が
発
生
し
た
こ
と
も
、
歴
史
は
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
こ
ん
な
矮
小
な
る
出
来
事
に
も
、
旧
来
の
「
東
洋
意
識
」
の
残
滓

が
覗
く
。
文
学
の
全
球
化
と
流
動
性
と
を
議
論
す
る
は
ず
の
場
に
あ
っ
て
も
、
な
お
「
東
洋
文
学
」
が
排
除
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。

＊

寄
稿
者
各
位
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
寄
稿
者
一
覧
の
記
載
を
参
照
頂
き
た
い
。
そ
の
う
ち
、
た
だ
一
例
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
が
ハ
ノ
イ
の
設
置
し
た
極
東
学
院
と
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
発
掘
事
業
に
関
し
て
は
、
す

で
に
藤
原
貞
朗
の
大
著
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
憂
鬱
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
犀
利
な
分
析
が
あ
る
。
そ
こ
で
列
伝
風
に
語
ら
れ
る

「
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
者
の
憂
鬱
」
も
ま
た
、
首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
亜
熱
帯
の
植
民
地
に
逼
塞
す
る
出
先
研
究
者
の
「
東
洋
意
識
」、

そ
の
偉
大
と
悲
惨
と
を
切
実
に
映
し
出
す
。
日
米
開
戦
と
と
も
に
危
険
人
物
と
し
て
収
監
さ
れ
た
小
松
清
に
つ
い
て
は
林
洋
子
も
注

記
し
て
い
る
が
、
そ
の
小
松
清
は
出
獄
後
、
ハ
ノ
イ
に
赴
任
し
て
日
本
占
領
期
の
仏
印
工
作
に
従
事
し
、
日
本
敗
戦
直
後
に
は
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
臨
時
政
府
と
仏
政
府
側
と
の
水
面
下
の
接
触
に
も
関
与
し
た
。
こ
の
折
に
ホ
ー
・
チ
ミ
ン
と
の
単
独
会
見
を
も
果
た
し
た
小

松
は
ま
た
、
バ
ン
テ
ィ
ア
ス
レ
イ
遺
蹟
石
像
窃
盗
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
経
験
を
『
王
道
』（
一
九
三
〇
年
）
で
小
説
仕
立
て
に
し
た

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
と
も
親
交
を
得
て
い
た
。
そ
の
小
松
が
暗
に
批
判
す
る
外
交
官
、
柳
澤
健
は
、
国
際
文
化
振
興
会
発
足
の
影

の
立
役
者
と
い
っ
て
よ
く
、
佐
野
論
文
に
も
登
場
す
る
が
、
彼
は
外
務
省
辞
職
後
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
日
本
文
化
会
館
館
長
に
赴
任
し
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て
い
た
。
こ
れ
ら
は
数
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
国
家
事
業
と
文
化
外
交
の
現
場
に
参
与
し
た
人
々
の
行
動
と
意
見
と
を
徴
し
、
政
策
の

裏
面
に
隠
さ
れ
た
機
微
を
探
る
に
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
要
請
さ
れ
よ
う
（
２
）

。

東
洋
人
が
東
洋
と
し
て
の
自
覚
を
得
た
の
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
期
以
降
の
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
西
側
世
界
が
東
洋
を
認
識
し

た
契
機
と
し
て
も
、
日
露
戦
争
は
無
視
で
き
ま
い
。
本
書
で
扱
う
「
東
洋
意
識
」
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
段
階
か
ら
、
日
本
敗
戦
後
の

占
領
政
策
終
了
ま
で
の
時
期
に
、
と
り
あ
え
ず
限
定
し
た
。
こ
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
戦
前
期
か
ら
十
五
年
戦
争
と
呼
ば
れ
る
大

陸
侵
攻
期
、
さ
ら
に
は
南
方
侵
出
期
の
大
日
本
帝
国
の
去
就
は
、
文
化
事
業
の
名
目
で
展
開
さ
れ
た
国
際
的
な
文
化
闘
争
の
局
面
か

ら
も
、
あ
ら
た
め
て
抜
本
的
な
反
省
を
要
す
る
。
だ
が
、
敗
戦
後
の
日
本
の
半
世
紀
余
に
渡
る
学
術
が
、
い
わ
ば
臭
い
も
の
に
蓋
と

い
う
姿
勢
で
、
こ
の
面
の
検
討
を
疎
か
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
否
定
し
が
た
い
。
台
湾
、
朝
鮮
半
島
の
み
な
ら
ず
、
日
本
が
一
九
三

一
年
か
ら
四
五
年
ま
で
事
実
上
支
配
し
た
「
偽
・
満
洲
国
」
に
つ
い
て
も
、
近
年
、
植
民
地
主
義
と
の
関
連
で
政
治
経
済
分
野
で
の

研
究
が
急
速
に
進
展
し
た
。
だ
が
そ
の
文
化
資
源
政
策
の
側
面
は
、
多
く
が
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
最
後
の
生
き
証
人
た
ち

が
世
を
去
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
本
書
に
隣
接
す
る
課
題
領
域
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
３
）

。

脱
植
民
地
主
義
が
云
々
さ
れ
る
二
一
世
紀
の
現
在
、
ロ
ン
ド
ン
や
ベ
ル
リ
ン
、
さ
ら
に
パ
リ
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
い
っ
た
か
つ
て

の
帝
都
は
、
肉
体
・
知
能
両
面
で
旧
植
民
地
出
身
の
移
民
労
働
者
の
参
画
な
く
し
て
は
立
ち
行
か
な
い
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
日
本

で
も
、
中
曽
根
内
閣
時
代
に
留
学
生
十
万
人
計
画
が
実
施
さ
れ
、
現
時
点
で
は
留
学
生
三
十
万
人
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。
だ
が
、

世
界
同
時
不
況
の
影
響
で
、
雇
用
創
出
に
は
、
は
か
ば
か
し
い
将
来
展
望
が
開
け
て
お
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
人
的
流
動
の
な
か
で
将
来

の
日
本
社
会
を
い
か
に
構
想
す
る
の
か
の
政
策
的
提
言
も
積
極
的
に
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。

一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
に
つ
づ
く
経
済
不
況
と
保
護
貿
易
政
策
が
、
狭
量
で
独
善
的
な
国
家
社
会
主
義
の
台
頭
を
許
し
、
そ
れ

が
遂
に
は
世
界
大
戦
を
準
備
し
た
と
い
う
経
験
は
、
け
っ
し
て
過
去
の
遺
物
で
は
な
い
。
思
え
ば
「
東
洋
意
識
」
の
異
様
な
高
揚
が
、

こ
の
危
機
の
時
代
に
み
ら
れ
た
の
も
、
お
よ
そ
偶
然
で
は
済
ま
さ
れ
ま
い
。
大
戦
後
の
Ａ
Ａ
諸
国
の
独
立
も
、
広
義
の
「
東
洋
意
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識
」
の
発
露＝

非
西
洋
的
主
体
性
の
訴
え
、
と
し
て
検
討
に
値
す
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
ら
の
自
己
主
張
が
、
あ
く
ま
で
西
側
世
界
が

用
意
し
た
枠
組
み
に
そ
っ
て
構
築
さ
れ
た
こ
と
は
看
過
で
き
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
既
存
の
枠
組
み
が
、
今
至
る
と
こ
ろ
で
軋
み

を
た
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
で
、
急
速
に
破
綻
の
兆
候
を
見
せ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
未
曾

有
の
危
機
が
、
旧
来
の
国
家
単
位
、
あ
る
い
は
経
済
圏
同
士
の
軍
事
的
総
力
戦
と
は
違
う
形
で
、
し
か
し
環
境
問
題
に
名
を
借
り
た

資
源
争
奪
や
、
金
融
市
場
に
お
け
る
富
の
著
し
く
不
均
衡
な
配
分
、
労
働
市
場
の
収
縮
、
ネ
チ
ズ
ン
の
跋
扈
と
い
っ
た
隠
微
な
局
面

を
通
し
て
、
不
気
味
な
前
兆
と
と
も
に
足
元
か
ら
迫
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
か
つ
て
の
「
東
洋
」
統
治
の
無
謀
な
る
失
敗
を

見
定
め
、
支
配
者
側
、
被
支
配
者
側
双
方
の
織
り
成
す
「
東
洋
意
識
」
の
帰
趨
を
、
全
ア
ジ
ア
的
な
視
野
に
た
っ
て
総
括
的
に
再
吟

味
す
る
こ
と
が
、
学
術
に
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
本
書
一
冊
を
も
っ
て
し
て
は
、
文
化
現
象
に
限
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
論
議
を
尽
く
す
こ
と
な
ど
、
望
む
べ

く
も
な
い
。
不
徹
底
に
し
て
な
お
多
く
の
空
隙
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
問
題
の
あ
り
か
の
一
斑
を
指
し
示
し
、
今
後
の
あ

る
べ
き
方
策
へ
の
見
通
し
を
、
僅
か
な
が
ら
で
も
提
案
で
き
た
な
ら
ば
、
と
念
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
編
者
と
し
て
の
、
最
小
限
の
義

務
を
果
た
し
え
た
と
い
え
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
読
者
諸
賢
か
ら
の
ご
叱
正
に
待
ち
た
い
。

な
お
、
末
筆
な
が
ら
、
悪
化
す
る
出
版
状
況
の
な
か
で
、
本
書
の
刊
行
を
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
お

よ
び
年
度
末
納
品
の
時
間
的
制
約
下
で
、
本
書
の
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
担
当
の
東
寿
浩
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
寄
稿

者
を
代
表
し
、
編
者
と
し
て
、
ひ
と
こ
と
、
甚
大
な
る
御
礼
と
、
心
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
申
し
述
べ
た
い
。

平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
二
月
二
日

編
者

稲
賀

繁
美

本論文集の構成
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注（
１
）

当
該
論
文
の
日
本
語
版
は
「『
翻
訳
』
の
距
離
と
比
較
文
学
の
前
線
」
と
し
て
、
日
本
比
較
文
学
会
（
編
）
日
本
比
較
文
学
界
創
立
六
〇

周
年
記
念
論
文
集
『
越
境
す
る
言
の
葉
』
彩
流
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
―
三
一
頁
に
所
収
。
な
お
そ
の
原
型
は
「
い
ま
〈
世
界
文
学
〉
は

可
能
か
？
―
―
「
全
球
化
の
な
か
で
二
十
一
世
紀
の
比
較
文
学
の
現
在
を
問
う
」『
比
較
文
学
研
究
』
東
大
比
較
文
学
會
、
九
二
号
、
一
〇

四
―
一
二
一
頁
、
二
〇
〇
八
年
の
英
文
要
約
で
あ
る
。

（
２
）

詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。
稲
賀
繁
美
「
小
松
清
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム：

日
本
の
仏
印
進
駐
期
「
文
化
工
作
」
と
そ
の
余
波
―
木
下
杢
太
郎
の

ヴ
ィ
ト
ナ
ム
訪
問
（
一
九
四
一
年
五
月
）
か
ら
小
松
清
の
ヴ
ォ
ト
ナ
ム
退
去
（
一
九
四
六
年
六
月
）
ま
で
」Proceedings

ofJapanese
Stud-

ies
in

Southeast
A

sia
:

Past,
Present,

Future,V
ietnam

A
cadem

y
of

SocialSciences,H
anoi,V

ietnam
,O

ct.
22−23,

2009
http

:

//w
w

w
.jsa−asean.info/

（
３
）

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
関
連
す
る
行
事
の
う
ち
、
本
共
同
研
究
と
並
行
す
る
時
期
に
開
催
さ
れ
、
編
者
も
参
画
し
た
主
要
な

企
画
（
共
同
研
究
会
以
外
）
に
限
り
、
以
下
に
簡
単
に
列
挙
す
る
（
題
名
・
組
織
者
・
場
所
・
日
程
の
順
に
記
載
。
場
所
記
載
な
き
も
の
は
、

す
べ
て
京
都
の
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
す
る
。
＊：

報
告
書
刊
行
済
）。
◆
「
東
ア
ジ
ア
近
代
に
お
け
る
概
念
と
知
の
再
編

成
」
鈴
木
貞
美
・
劉
建
輝

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
七
―
二
〇
日
（
＊
）。
◆
「
北
ア
ジ
ア
文
化
史
の
再
構
築
」

劉
建
輝

長
春
・
東
北
師

範
大
学
・
ハ
ル
ピ
ン
大
学
、
二
〇
〇
九
年
九
月
九
―
一
四
日
。
◆
「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
鍵
概
念：

民
族
・
国
家
・
民
族
主
義
」
鈴
木

貞
美
・
劉
建
輝

広
州
市
・
中
山
大
学
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
五
―
二
七
日
（
＊
）。
◆
「
近
代
東
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
の
現
状
と
既
存
資

料
の
有
効
活
用
」
劉
建
輝

二
〇
一
〇
年
三
月
五
―
六
日
。
◆
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム：

人
文
学
の
可
能

性
」
鈴
木
貞
美

二
〇
一
〇
年
七
月
一
六
日
―
一
七
日
。
◆
「
中
国
東
北
部
と
日
本：

百
年
関
係
史
の
整
理
と
再
編
」
劉
建
輝

二
〇
一
一

年
三
月
四
―
六
日
。
◆
「
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
支
配
と
地
域
社
会
」
松
田
利
彦

二
〇
一
一
年
七
月
一
三
―
一
六
日
。
◆
「
生
態
・

資
源
か
ら
見
る
近
代
『
満
洲
』：

戦
前
期
か
ら
の
連
続
・
非
連
続
を
中
心
に
」
劉
建
輝

二
〇
一
一
年
、
十
一
月
二
五
日
。
◆
「
植
民
地
朝

鮮
と
宗
教：

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
帝
国
史
の
叙
述
に
む
け
て
」
磯
前
順
一

二
〇
一
二
年
二
月
二
―
三
日
。
◆
「
帝
国
と
高
等
教
育
―

東
ア
ジ
ア
の
文
脈
」
酒
井
哲
哉

二
〇
一
二
年
二
月
一
一
―
一
二
日
。
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